
　　　　　ハイド・キノンの分解度試験成績報告書

z　試験期間昭和50年3月／！日～昭和」0年¢月！6日

2　試　料　名　ハイドロキノン　（試料姦K一！07）

　　分子式。6恥02

　　　　　　　　　　　　0H

　　構造式

　　　　　　　　　　　　囲

3　試験方法及ぴ条件

　　　環保業第5号1
　　　　　　　　　ヨ
　　　難第6！’号1馳糠よる化学礪の分畦試鞭る

　　　¢9基局第392号ノ

　3／　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　32　酸素消費量測定

　　　　　31の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　（a）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）

　（旬　分析試料の前処理

　　　　　　　　　丁翻．　　　ソ
　　　　　　　　　　　　　1．遠、醗蜘！5。。4×1。分間）

　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　・上澄液分取

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　」』』⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．2’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一倍希釈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　1塵室攣」1　遜塑轟塵1

　（c）分析条件

　　　　全有機炭棄分析計（TO　G計）

　　　　　流　　・　速　　TC回路　．200皿ユんin

　　　　　潟　　　度　　TO炉　　88∫℃

　　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　　　波　長200n皿～370nm
　　　　　スリット幅　　　4nm

　　　　　使用セル　　石英セル　／Omn×10㎜

4　試験結果

零誹辮付1図
蝋爵による結果二麺

よ　そ　の他

　　　操作上特に問題となる事はなかった。
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